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石油化学部門の主要製品Ⅱ-1

プロピレンオキサイド（PO）
【製品概要】自動車シートや家具などに使われるウレタンの原料
【当社特長】副産物を生成しない自社技術をもつ

自社技術のライセンスを推進中

ＭＭＡ（MMA-m／PMMA）
【製品概要】透明性が高く、対候性に優れる樹脂およびその原料
【当社特長】アジア2位（世界4位）の市場シェア（MMA-ｍ）

ポリエチレン（PE)
【製品概要】石油化学産業の主要製品で包装材料などに使われる樹脂
【当社特長】高品質を活かしたプロテクトフィルムなどに強み

日本/シンガポール/サウジアラビアの3拠点で生産

ポリプロピレン（PP)
【製品概要】自動車部品や包装材料など幅広く使われる樹脂
【当社特長】自動車向けのPPコンパウンドをグローバルに展開

耐衝撃性など高機能な包装用途に強み
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石油化学部門の主要拠点Ⅱ-1

拠点 日本

位置付け ・新技術／製品開発の拠点

課題 ・設備高経年化への対応
・ライセンス事業強化

拠点 シンガポール

主要
関係会社

・ペトロケミカルコーポレーションオブ
シンガポール

・ザポリオレフィンカンパニー
・住友化学アジア

位置付け ・優良顧客を有する当社石油化学
事業の収益基盤

課題 ・製品高付加価値化の継続
・優良顧客内シェアの維持

拠点 サウジアラビア
主要

関係会社 ・ペトロラービグ（PRC)

位置付け ・安価原燃料によるコスト競争力を有する
精製-石化統合コンプレックス

課題 ・石油精製マージンの変動による
不安定な損益動向

生産能力
（千トン） 日本 シンガポール サウジアラビア

ＬＤＰＥ 172 255 150
ＬＬＤＰＥ 183 600
ＨＤＰＥ 300
ＰＰ 307 670 700
ＰＯ 200 200

ＭＭＡ－ｍ 90 223 90
ＰＭＭＡ 150 50
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石油化学製品の市場環境Ⅱ-1

石油化学製品のマージンは2016年前後をピークに下落基調であったが、
新型コロナの影響を受けた2020年には悪化しておらず、むしろ改善している。
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石油化学部門のコア営業損益推移Ⅱ-1

• 石油化学部門の利益水準は、製品市況の影響を強く受ける。

• 2020年度の損益（予想）は比較的に良好な製品市況に反して
大幅な赤字となっており、ペトロ・ラービグ（PRC）の悪化が主因。
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※ 2015, 2016年度：営業利益＋持分法投資損益。
2020年度予想：PRCは1-9月実績。
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ペトロ・ラービグ損益Ⅱ-1

（単位；USMM)

1-3月実績 4-6月実績 7-9月実績

税前損益 -547 -304 -168

2020年損益

悪化要因

3-4月の定修時期に同時に発生。前例がなく、極めて特殊な状況

定期修繕 原油価格急落 COVIDによるマージン悪化

 20年：定修終了。徐々にマージンは回復し、赤字幅は縮小方向
 21年：特殊要因は小さくなる⇒安定操業の継続により損益改善へ

今後の見通し
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Ⅱ-1

プロジェクトファイナンス

約52億US$

2020年9月

ラービグ第Ⅱ期計画の進捗

FS※1により事業性確認
2012年

投資額と完工保証
完工保証（住友化学分）

2020年9月：完工保証 解除

完工前キャッシュフロー

約9億US$
債務保証（住友化学分） 約15億US$

※1 企業化調査 ※2 信頼性保証テスト

2019年11月

増資実施時まで継続
※3 2020年9月現在

親会社保証による借入

約30億US$

PRC社の総投資額

約91億US$

※3

約23億US$※3

完工保証解除

第Ⅰ期、第Ⅱ期ともに
安定稼働を継続中

商業運転開始

ペトロ・ラービグ第Ⅱ期計画 ~ 2020年9月完工保証解除

全プラント完成
2017年

試運転実施
2017年末～

全製品オンスペック
2018年3月

CRT※2完了
2019年10月
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ライセンス・触媒事業Ⅱ-2

ライセンス事業の強化
プロピレンオキサイド単産法
2020年までに、4社に対し合計4プラントの
ライセンスを実施
• 高収率、省エネ技術により環境負荷が小さい
• 併産物のないクメン循環技術(世界初工業化)

塩酸酸化
2020年までに、6社に対し合計10プラントの
ライセンスを実施
• 副生物の原料への循環活用を実現
• 大幅な省エネルギー

ポリエチレン・ポリプロピレン
• 幅広い製品ラインアップ
• 高性能触媒によるポリマー物性制御

気相法カプロラクタム
2020年：技術ライセンスを本格検討開始
• 世界初の気相法ベックマン転移の工業化
• 硫酸アンモニウムを副生しない単産法
• 高性能触媒による高生産性実現

ライセンス供与および継続的な触媒販売により、安定的な収益を確保

触媒工場増強完了（千葉）

稼働開始時期
PE・PP
触媒
PO
触媒

2019年
3Q

2019年
4Q
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樹脂の高付加価値化Ⅱ-2

モノマテリアル・フィルムの
開発

高剛性、高タフネスな
自動車材の開発

高性能レトルトパウチ
の開発

樹脂製蓄熱材の開発
省エネルギー化

5G対応素材の
開発

IoT社会実現へ
の貢献

PMMA製の
自動車窓
試作品レンジ対応

レトルトパウチ

フレキシブル
ディスプレイ

汎用樹脂

ヒートレージ®

軽量化による
CO2発生量削減

食品ロス削減
容器樹脂の軽量化

マテリアルリサイクルへの
貢献
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新型コロナウイルス対策製品の紹介Ⅱ-3

１）製品概要

２）グローバルな供給拠点

素材：透明アクリルキャスト板 「スミペックス®」
透明アクリル押出板「スミペックスE®」

特長＞ 透明性、耐傷付き性、耐候性に優れ、
長期間の使用に適しています。

使用例＞対面業務を行う店舗の窓口、受付カウンターや飲食店、病院、学校等

アクリル板の国内販売は
住化アクリル販売（株）にて

一括管理

押出板（日本）
エスカーボシート（株）
5,000ton/年

キャスト板（台湾）
Sumipex Techsheet
6,000ton/年

キャスト板（タイ）
Sumipex Thailand
9,000ton/年

アメリカ、欧州
アジア、アフリカ 他
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Ⅱ-3 新型コロナウイルス対策製品の紹介

2020年 2021年

機
能
拡
張

一般アクリル板

抗菌性アクリル板
2020年末
販売開始予定

★

抗ウイルス

抗菌

抗ウイルス性アクリル板
2021年中
製品化目指す

★

飛沫防止パーテーション

医療・衛生用途
（ディスプレイカバー、
手摺、サイドボード等）

３）アクリル板の機能拡張(抗菌・抗ウイルス）
コロナ禍での抗菌・抗ウイルス性素材へのニーズの高まり
住化エンバイロメンタルサイエンス社（抗ウイルス剤）との技術融合によるソリューションの提供
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地球温暖化への取り組み①Ⅱ-3

愛媛地区 LNG基地の完成予想図
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石炭 石油コークス Ｃ重油 ＬＮＧ

燃料のCO2排出係数 (tCO2/GJ)

国内主要拠点である愛媛と千葉の両拠点でCO2排出削減に向けた燃料転換を推進中

燃料転換 発電用燃料を石炭/石油コークス/
重油からLNGに変更

熱効率UP ガスタービンの高温排気ガスを使用
したスチーム供給

高効率ガスタービン導入 既存ボイラー等の一部廃止

5社共同出資によるLNG基地建設（愛媛地区）

CO2排出削減
愛媛地区：65万トン／年
千葉地区：24万トン／年
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地球温暖化への取り組み②Ⅱ-3

プロピレンオキサイド単産法（クメン法）

塩酸酸化

イソシアネート合成 イソシアネート

ウレタン
塩酸塩素

塩酸酸化プロセス 大幅な省エネと副生成物の
原料への循環活用を実現

他PO製法とのエネルギー消費量比較（当社調べ）

省エネプロセスのライセンスを通じて、環境負荷低減に貢献

併産物がなく、高収率と
省エネ・高い運転安定
性を実現

クメン クメンハイドロ
パーオキサイド

クミルアルコール
水素

水

空気

プロピレン

PO

一般的な塩素製造法との比較（当社調べ）

住友塩酸酸化 電気分解法

電力
[kWh/t-Cl2] 165 2,500

CO2 排出量
換算※1 [t/t] 0.08 1.3

※1 環境省による排出係数より計算

クメン法 HPPO法
(含H2O2製造)

SM併産法 塩素法
(含Cl2製造)

100

5857

33

塩素法のエネルギー原単位
を100とした時の相対値
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次世代事業Ⅱ-4

プラスチックは、人々の生活を便利で豊かなものにする製品だが、
原料となる石油資源の使用量と、プラスチック使用後の廃棄・再
利用については大きな課題

石油化学部門の研究開発の方向性
3R(Reduce, Reuse, Recycle)に貢献する
プラスチック製品研究開発に注力し、環境適
性・利用価値の更なる向上に努めています。

容器包装の軽量化

繰り返し使用製品の普及

廃プラ・CO2利用技術の開発

分野 石油化学部門事業における方向性

気候変動対応
GHG排出削減への貢献

バイオマス由来原料の検討

環境負荷低減
廃プラ削減への貢献

食糧生産における環境負荷低減

資源有効利用
炭素資源循環の社会実装化

CO2利用技術の開発促進

「脱炭素社会」、「循環経済」への取り組み
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マテリアルリサイクル 自動車材の取組みⅡ-4

消費
廃棄

成形
加工

再資
源化

回収

製品化

当社グループの
取り組み

高度な製造力と
品質管理技術、
豊富な知見

住化ポリマーコンパウンド
ヨーロッパで事業化

ガラス繊維強化
PPコンパウンド（ペレット）
再生PP率：60％超

環境貢献実績（2018年度）
バージンPP使用削減量：4700トン/年
GHG排出削減量：12,300トン/年
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ケミカルリサイクル技術の開発Ⅱ-4

化石資源に代わり、廃プラやごみからプラスチックを製造

①積水化学工業との連携

【原料】 一般ごみ、廃プラ、バイオマス
【製品】 ポリエチレン
【反応】 ガス→微生物によりエタノール

→ポリエチレン

② 室蘭工業大学と共同研究

【原料】 廃プラ
【製品】 エチレン、プロピレンなど
【反応】 廃プラの触媒分解

③島根大学と共同研究

【原料】 一般ごみ、廃プラ、バイオマス
【製品】 メタノール
【反応】 CO2, H2 触媒反応

一般ごみ、バイオマスなど

二酸化炭素、水素

メタノール
オレフィン

（エチレン、プロピレンなど）

接着剤、塗料
薬品など

プラスチック
（ポリオレフィン）

当社の
技術コンピテンス

1.触媒設計技術
2.化学プロセス
設計技術

エタノール

一酸化炭素
水素

廃プラスチック

分解、合成ガス化
（既存技術）

3 1

2

焼却
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注意事項

本資料に掲載されている住友化学の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち歴史的事実でな
いものは将来の業績等に関する見通しです。これらの情報は、現在入手可能な情報から得られた情
報にもとづき算出したものであり、リスクや不確定な要因を含んでおります。実際の業績等に重大な
影響を与えうる重要な要因としては、住友化学の事業領域をとりまく経済情勢、市場における住友
化学の製品に対する需要動向、競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場にお
いて住友化学が引き続き顧客に受け入れられる製品を提供できる能力、為替レートの変動などがあ
ります。但し、業績に影響を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。
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